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高知県と和歌山県から得られた北限記録を含むツキヒハナダイ

饗場空璃 1・遠藤広光 1

Three specimens (125.1, 139.8, and 147.1 mm in standard 
length) of Typical Slopefish, Symphysanodon typus (Bleeker, 
1878) (Symphysanodontidae), were collected from Kochi and 
Wakayama prefectures, Japan. The species is widely distributed 
from the eastern Indian to the western Pacific oceans, but reli-
able records from Japanese waters are limited, known only from 
Amami-oshima and Okinawa islands, Ryukyu Islands. Thus, the 
presently recorded specimens represent the first specimen-based 
records of S. typus from Kochi and Wakayama prefectures.
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 Abstract

カワリハナダイ科カワリハナダイ属（Symphysanodon-

tidae: Symphysanodon Bleeker, 1878）は体が側扁し細長く，

主鰓蓋骨に扁平な 2棘をもつ，下顎口裂の後半部が瘤状に

盛り上がる，両顎に犬歯がない，背鰭が 9棘 9–10軟条，

臀鰭が 3棘 7–8軟条，胸鰭が 15–21軟条，尾鰭が深く湾入

する，鰓耙数が 9–14 ＋ 22–26，側線鱗数が 43–54，脊椎

骨数が 10 + 15などの形質の組み合わせにより特徴付けら

れ，最大体長が 200 mm程の小型種である（片山，1984；

瀬能，2013; Kimura et al., 2017）．本属は全世界から 12有

効種が知られ，日本からはツキヒハナダイ S. typus Bleeker, 

1878，カワリハナダイ S. katayamai Anderson, 1970，そして

パラオハナダイ S. maunaloae Anderson, 1970の 3種が報告

されている（Anderson and Bineesh, 2011；瀬能，2013；本村，

2023)．

ツキヒハナダイは東インド洋から西太平洋にかけての

水深 50–440 mの岩礁域に生息し，日本から台湾，南シナ

海，フィリピン（ルソン島），インドネシア（スラウェシ島，

ロンボク島，カイ諸島），パプアニューギニア，フィジー（ロ

ツマ島），ウォリス・フツナ，オーストラリア（タウンズ

ビル），マリアナ諸島，ハワイ諸島から報告がある（Bleeker, 

1878; Anderson, 1970, 2000; Kimura et al., 2003; Anderson and 

Springer, 2005; Mundy, 2005; Shao et al., 2008；瀬能・橋本，

2008）．また，日本からの標本に基づくツキヒハナダイの

記録は，鹿児島県奄美大島からのみである（瀬能・橋本，

2008)．

2022年 7月に和歌山県串本町潮岬沖でツキヒハナダイ

Symphysanodon typusが 2個体，2023年 6月に高知県室戸

市沖から 1個体がそれぞれ採集された．これらは高知県と

和歌山県からの初記録であり，また和歌山県の標本は本種

の分布の北限記録を更新するため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Anderson (1970)にしたがった．

ただし，尾鰭前起鰭条は瀬能・橋本（2008）にしたがい，

主鰭条以外の鰭条をすべて計測した．標準体長は体長ま

たは SLと略記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.01 

mm単位まで行い，小数第 2位を四捨五入した．脊椎骨

と下尾骨の観察と計測には，軟 X線撮影装置を使用した．

鱗および鰓耙の計数と観察には，双眼実体顕微鏡を用いた．

生鮮時の体色は，固定前に撮影されたカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は，本村（2009）

にしたがった．本研究に用いた標本は，高知大学理工学部

海洋生物学研究室（BSKU）に保管されている．

Symphysanodon typus Bleeker, 1878

ツキヒハナダイ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　3標本：BSKU 133900，体長 125.1 mm，高知県

室戸市佐喜浜町沖，水深 140 m，釣り，2023年 6月 18日，

about:blank
about:blank
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饗場空璃；BSKU 133988，体長 139.8 mm，和歌山県東牟

婁郡串本町潮岬沖，水深 120 m，釣り，2022年 7月 15日，

織部啓三郎；BSKU 133989，体長 147.1 mm，和歌山県東

牟婁郡串本町潮岬沖，水深 120 m，釣り，2022年 10月 8日，

織部啓三郎．

記載　一部の計数形質と各体部の体長に対する割合を
Table 1に示した．背鰭は 9棘 10軟条，臀鰭は 3棘 7軟

条，腹鰭は 1棘 5軟条，尾鰭主鰭条数 [primary caudal-fin 

rays (upper + lower)]は 17（9 + 8），尾鰭前鰭条数 [procurrent 

caudal-fin rays, (upper/lower)] は 13/12，尾柄部周囲鱗数

(circumpeduncular scales)は 32．

体は前後方向にやや細長い楕円形で，側扁する．体高

は背鰭第 6棘基部付近で最大．体背縁は吻端から眼上にか

けて上昇し，眼上から第 6背鰭棘基部にかけて緩やかに上

昇する．その後，尾柄部にかけて緩やかに下降する．尾柄

は細く長い．体腹縁は下顎先端から腹鰭にかけて下降し，

腹鰭基底から臀鰭始部までは体軸とほぼ並行，その後は臀

鰭始部から尾柄部にかけて上昇する．口は斜位．吻は隆起

し，上顎よりわずかに前方に突出する．口裂は大きく上顎

の後端は眼窩の中央下に達する．下顎は上顎よりわずかに

前方へ突出する．両顎は微小な歯で覆われ，犬歯はない．

下顎は後半部で急に盛り上がり大きな歯塊を形成する．眼

は正円形で，瞳孔はやや歪んだ円形．鼻孔は 2対で，眼の

前方に位置する．両鼻孔はほぼ同大で縁は滑らか．前鼻孔

はやや細長い円形で，後鼻孔はやや歪んだ円形．主鰓蓋骨

には扁平な 2棘を有し，上方の棘は鈍く，下方の棘は尖る．

前鰓蓋骨の垂直縁は微小な棘が散在する．涙骨と眼下骨の

縁辺はなめらか．頭部および体側鱗は櫛鱗で覆われ，吻端，

眼窩の周辺，両鼻孔の周辺，主上顎骨，下顎腹面，胸鰭腋

部は小鱗で覆われる．背鰭基底には鞘状に鱗が並ぶ．背鰭

始部は鰓孔後端のやや後方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭

基底後端よりやや後方にそれぞれ位置する．背鰭棘間の鰭

膜は切れ込む．背鰭に欠刻はない．胸鰭基底上端は背鰭始

部より前方，胸鰭基底下端は背鰭始部直下にそれぞれ位置

する．胸鰭は長く，背鰭第 1軟条直下に到達する．腹鰭基

底は胸鰭基底の直下．腹鰭第 1軟条はやや伸長するが，腹

鰭をたたんだ時に臀鰭に到達しない．臀鰭始部は背鰭第 2

軟条直下に位置し，臀鰭基底後端は背鰭基底後端よりやや

前方にそれぞれ位置する，尾鰭は深く湾入し，両葉の先端

が糸状に伸長する．下尾骨板は第 1と第 2および第 3と第

Fig. 1. Photographs of Symphysanodon typus from Kochi and Wakayama prefectures, Japan (A, B: BSKU 133900, 125.1 mm SL, Ko-
chi; C, D: BSKU 133988, 139.8 mm SL, Wakayama; E, F: BSKU133989, 147.1 mm SL, Wakayama). A, C, E: fresh specimen; B, D, 
F: immediately after angling.
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4下尾骨がそれぞれ癒合した 2枚に分かれる．側線は完全

で，鰓孔上部後端から尾鰭基部にかけて背部に沿う．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―上顎の吻端から項部に

かけての頭部の上方 3分の 1は明赤色．先端部以外の下顎

を含む頭部の下方 3分の 2は赤みを帯びた白色．虹彩は明

赤色で，瞳孔付近が鮮黄色．主鰓蓋骨後端に三角形状の鮮

黄色斑がある．躯幹部上方の薔薇色域は体軸に対してほぼ

水平で淡くなり，次第に明るい紫色となり，下方へ向かい

白色となる．背鰭は一様に鮮黄色であり，背鰭基底に並ぶ

鞘状の鱗は鮮黄色．下顎先端部は明赤色．胸鰭はやや赤み

を帯びた透明．腹鰭と臀鰭は白色．尾鰭上葉は薔薇色で下

葉は鮮黄色．

固定時の色彩―体色は一様に淡褐色．頬部と項部から

背鰭基底にかけて濃い淡褐色を示す．尾鰭は薄い黄色．胸

鰭，背鰭，腹鰭，および臀鰭はやや黄色を帯びた白色．

分布　日本から台湾，南シナ海，フィリピン（ルソン
島），インドネシア（スラウェシ島，ロンボク島，カイ諸

島），パプアニューギニア，フィジー（ロツマ島），ウォ

リス・フツナ，オーストラリア（タウンズビル），マリア

ナ諸島，ハワイ諸島に分布し，日本国内からの標本に基

づく記録は，高知県，和歌山県，鹿児島県奄美大島から

報告がある（Bleeker, 1878; Anderson, 1970, 2000; Kimura et 

al., 2003; Myers and Donaldson, 2003; Anderson and Springer, 

2005; Mundy, 2005; Shao et al., 2008；瀬能・橋本，2008；

本研究）．また，沖縄県からは佐藤ほか（2023）により写

真記録が報告されている．

備考　高知県産と和歌山県産の 3標本は，側線有孔鱗

数が 54–55，鰓耙数が 36–37，側線有孔鱗数と鰓耙数の

合計が 90–92，眼窩径が 9.2–9.4% SL，体高が 28.4–30.3% 

SL，胸鰭鰭条数が 16–17，腹鰭第 1軟条が伸長せず臀鰭

Table 1. Counts and measurements of Symphysanodon typus from Japan.
Present study Senou and Hashimoto (2008)

Kochi Prefecture Wakayama Prefecture Amami-oshima island
BSKU 133900 BSKU 133988 BSKU 133989 KPM-NI 18884

Standard length (SL; mm) 125.1 147.1 139.8 144.3
Counts
 Pectoral-fin rays (left/right) 17/16 16/16 16/16 16/16
 Pored lateral-line scales 54 54 55 54
 Transvers scale rows (upper / below) 5 / 15 6 / 15 6 / 15 a 6 / 15 a
 Cheek scale rows 12 13 12 12
 Gill rakers on first arch (right) 11 + 25 = 36 11 + 26 = 37 11 + 25 = 36 11 + 25 = 36
 Vertebrae (abdominal + caudal) 10 + 15 = 25 10 + 15 = 25 10 + 15 = 25 10 + 15 = 25
Measurements (as % of SL)
 Head length 31.5 30.1 31.3 31.5
 Head depth 21.6 23.3 22.8 21.9
 Snout length 7.7 7.6 7.4 6.8
 Fleshy orbit diameter (horizontal) 9.4 9.3 9.4 9.4
 Suborbital width 0.7 0.8 0.8 0.7
 Cheek height 5.9 4.2 4.4 6.0
 Upper jaw length 13.7 13.9 14.3 14.6
 Lower jaw length 13.1 13.2 13.4 14.3
 Body depth 28.4 29.4 29.3 29.0
 Body interorbital width 8.9 8.7 8.7 9.6
 Caudal peduncle length 25.9 26.5 26.5 25.9
 Caudal peduncle depth 11.3 11.5 11.9 11.9
 1st dorsal-fin spine length 5.1 5.0 4.8 5.3
 2nd dorsal-fin spine length 9.1 8.3 8.2 8.8
 3rd dorsal-fin spine length 11.4 10.7 10.9 11.6
 4th dorsal-fin spine length 12.7 12.5 12.3 12.9
 Longest dorsal-fin spine length 13.3 13.7 12.7 14.2
 Last dorsal-fin spine length 12.9 13.2 11.7 13.9
 Longest dorsal-fin soft ray length 14.2 14.1 14.8 16.2
 1st anal-fin spine length 4.8 6.3 6.5 5.0
 2nd anal-fin spine length 9.7 9.8 10.3 10.0
 3rd anal-fin spine length 12.2 12.8 12.2 12.5
 Longest anal-fin soft ray length 14.5 14.1 14.7 15.3
 Depressed anal-fin length 30.1 29.1 29.3 29.7
 Anal-fin base length 18.9 18.2 18.6 17.3
 Longest pectoral-fin ray length 27.1 27.1 26.3 29.8
 Pelvic-fin spine length 14.2 14.9 14.2 14.4
 Longest pelvic-fin soft ray length 22.7 22.3 22.8 26.3
 Upper caudal-fin lobe length 47.7 44.1 47.4 41.4
 Lower caudal-fin lobe length 45.5 39.5 40.4 42.6
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基部を超えない，臀鰭基底長が 18.2–18.9% SL，臀鰭第 1

棘条が 4.8–6.5% SL，臀鰭軟条数が 7，倒した時の臀鰭長 

(depressed anal-fin length) が 29.1–30.1% SL，第 1と第 2下

尾骨が 1枚の板状となる，生鮮時には鰓蓋部の黄色斑をも

ち，尾鰭上葉と下葉がそれぞれ赤色と黄色となるなどの特

徴をもつ．これらは Anderson (2005)，Quéro et al. (2009)，

Anderson and Bineesh (2011)，そして瀬能（2013）が示した

ツキヒハナダイ S. typusの識別形質とよく一致したことか

ら，本種に同定された．

これまで本種の日本国内からの標本に基づく記録は，

鹿児島県の奄美大島のみであった（瀬能・橋本，2008）．

したがって，高知県と和歌山県からの本標本は，本種の日

本国内からの標本に基づく 2例目の記録である．

ツキヒハナダイはハワイ諸島の水深 153 mで水中撮影

され，崖付近の中層に群れ，近づくと崖の穴に隠れる行

動が観察された（Chave and Mundy, 1994）．その後，佐藤

ほか（2023）は沖縄県において水深 150 m付近の岩礁域

で 20個体ほどの本種が群れを作ることを記述した．本研

究では 2023年 6月 16日に高知県室戸市佐喜浜町沖の水

深 110 m地点の岩礁域で，定点カメラを用いて撮影された

映像資料のカワリハナダイ科魚類の同定を試みた（Fig. 2; 

VIDEO 1）．その結果，撮影された 4個体は，体側に黄色

縦帯がない，鰓蓋部に黄色斑がある，そして尾鰭下葉が

黄色などの特徴をもち，ツキヒハナダイ S. typusのものと

一致した（瀬能，2013）．また，ツキヒハナダイは 20個体

前後の群れをつくることが知られるが（Chave and Mundy, 

1994；佐藤ほか，2023），本研究で観察した映像では少数

の群れであった．

カワリハナダイ科の種では，色彩での同定において

体側に黄色縦帯がない，鰓蓋部に黄色斑がある，そして

尾鰭下葉が黄色という特徴は，ツキヒハナダイ以外には

アラビア海に分布する S. xanthopterygion のみにみられる

（Anderson and Bineesh, 2011）．両種の識別形質である側線

有孔鱗数（54–59 vs. 42–52）は，映像資料からは計数不能

である．しかし，生鮮時には前者の躯幹部上方は薔薇色で

あるのに対し，後者では朱色である．また，後者はアラビ

ア海のみから知られることから，高知県室戸市佐喜浜町沖

で撮影された本科魚類はツキヒハナダイである可能性が高

い．

Kamohara and Katayama (1959)は 1957年に高知県柏島

から得られた 3標本（164–181 mm SL）を基に “カワリハ

ナダイ（新称）Symphysanodon typus”を日本初記録種とし

て報告し，ニューギニア，カイ諸島，ハワイ，そして高

知県に生息するとした．また，Katayama (1968) は上記 3

標本の 1個体（181 mm SL）を S. typusとして，その骨学

的特徴を記載した．その後，Anderson (1970)は Kamohara 

and Katayama (1959)が報告した柏島産の 3標本のうち，2

個体に基づき S. katayamaiを新種記載し，BSKU 8206を

ホロタイプとした．もう 1個体は Katayama (1968)により

解剖された標本であったためパラタイプとしていないが，

Anderson (1970)は Katayama (1968) が記載した計数形質と

骨格の特徴から S. katayamaiと同定した．また，柏島産の

3標本のうち原記載に用いられていない 1個体について，

Anderson (1970)は同産地である点から S. katayamaiとみな

した．Kamohara and Katayama (1959)はこれら 3標本の登

録番号を示していないが，BSKUの標本台帳の調査から，

BSKU 7494，BSKU 8206，および BSKU 8207が 1959年に

高知県柏島で採集され，BSKU 7494が Katayama (1968)の

解剖標本，BSKU 8206が S. katayamaiのホロタイプ，そし

て BSKU 8207が Anderson (1970)では記載に用いられず，

暫定的に S. katayamaiとみなされた標本と判明した．ま

た，BSKU 8207（163.0 mm SL）を観察したところ，側線

有孔鱗数が 50，体長に対する倒した時の臀鰭長が 35.2% 

などの特徴から S. katayamaiと同定された．したがって，

Kamohara and Katayama (1959)が報告した高知県柏島産のS. 

typusの 3標本はカワリハナダイ S. katayamaiであるため，

本研究で採集された高知県産の 1標本はツキヒハナダイ S. 

typusの高知県からの初記録である．また，本研究で調査

した和歌山県産の 2標本は，ツキヒハナダイの標本に基づ

く和歌山県からの初記録であると共に分布の北限となる．
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Fig. 2. Cropped image from the underwater video (VIDEO 1) of 
Symphysanodon typus taken at a depth of 110 m off Muroto 
Peninsula, Kochi Prefecture on 16 June 2023.
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採集に際しご協力をいただいた．誓山泰地氏，小川峻輔氏，

そして熊木慧弥氏をはじめ高知大学理工学部海洋生物学研

究室の方々には標本作成や測定方法に，高知大学理工学部

の奈良正和教授には軟 X線写真撮影にご協力いただいた．

Ichthy担当編集委員の和田英敏氏と匿名の査読者には本報

告を纏めるにあたり適切な助言をいただいた．以上の方々

に対し，謹んで感謝の意を表す．本研究の一部は室戸ユネ

スコ世界ジオパークの 2022年度室戸ジオパーク学術研究

助成の援助を受けた．
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